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分子夾雑環境下で標的分子を選択的に検出・制御するためには、夾雑環境でも当該

分子と選択的に結合するリガンドが必要であるが、そのようなリガンドを一般的にか

つ効率よく探索する方法論は現状未開拓である。そこで本研究では、膨大なペプチド

ライブラリから結合分子の探索が可能な当研究室の独自技術である cDNA display法 1-

3)を活用することで、夾雑溶液中での新たなリガンド淘汰手法を開発・実証する。具

体的には、光架橋が可能な DNA タグ等を用いて標的分子と候補ペプチドの相互作用

を共有結合として捕捉する手法の開発、および夾雑環境下でのペプチドリガンド探索

を目指す。 

 

A) cDNA display 法の概略 B) 本研究の概念図 
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